
















International Electoral Assistance :
Background, Typology, Terminology,
Legitimacy, and Effectiveness
From the Viewpoint of an Elections Supervisor
in Bosnia and Herzegovina
饗場　和彦*
AIBA, Kazuhiko
This paper deals with questions concerning electoral assistance activities mainly by the UN and
OSCE, especially focusing on the elections held in Bosnia and Herzegovina. It is based on my per-
sonal experiences there as an Elections Supervisor.
After considering the recent activation of international electoral assistance, an analysis and clas-
sification by modality and attribute are made, and relating terminological problems are discussed.
From the perspectives of legitimacy and effectiveness, problems such as the dilemma between fair-

































1) OSCE Newsletter, vol.3, no.9, 1996, p.l.
2)柴　宜弘　「ボスニア内戦と国際社会の対応」　『Eg際問題』　第434号1996年　8頁
3)今回の日本によるボスニアに対する選挙支援は、 1996年6月の主要国首脳会議(リヨン・サミット)で橋本首相が表明
したもので、実務は外務省欧亜局東欧課が所管o日本政府はElections Supervisorを29名、 International Observerを5名、
OsCEボスニア使節団に専門員を2名、それぞれ派遣し、選挙関連の経済支援としては300万ドルを拠出した。筆者は





































Peace」や10) 、 「Post-conflict peace buildingJll)
5) A/51/512, ANNEX II, A. Number of requests from Member States for electoral assistance per year.
6) Ibid.ただし、 99件中には対応考慮中のものも含まれる0




9) S. Huntington, The Third Wave: Democratization in the Late Twentieth Century, Norman and London, University of Oklahoma
Press, 1991, pp.3-30.
10)民主制Eg家の間では平和が保たれるという議論(B. Russett, Grasping the Democratic Peace: Principles for a Post-Cold War
World, Princeton, Princeton University Press, 1993.鴨武彦(釈) 『パクス・デモクラティア:冷戦後世界への原理』
東京大学出版会1996年)












さらに、 「内政不干渉原則」の緩和という　　「自由選挙事務所(OFE＝The Office of Free
側面も重要な意味を持っ。冷戦終結に関係な　　　Elections)」を設立、翌年、 「民主制度・人権
くこの原則は依然、国際関係の基本ではある　　　事務所(ODIHR-The Office of Democratic































































24) A/49/675, Annex III,para.6-18.このAnnex IIIには、選挙支援要請に関するガイドラインが事務総長報告の形で
提示されているが、過去2年間の経験を元に数点改定されている。 「Support for national observers (国内監視要員支援)」
は初めて示された形態。 「Observation (監視) 」は、以前は「Follow and report (フォロー・報告)」と呼ばれていたが、




次の「Supervision of an electoral process (管　　国連は監視を指揮するのでなく、監視要員の






























27) M.Hodgsonはこの国連の選挙支援活動について、 4つの大別を示している("When to Accept,When to Abstain:A




夕-ンを区分しているO事務総長レポートの「SupervisionJ 「Verification」の形態が近い. 3番削ま「Observing and ven-
fyingelections」で、これは、選挙の過程を監視し査察するだけという、外部からの統制力が最も弱い形態であるo事務
総長レポートのrObservation」がこれに近い。 4番目が、影響力のない「Providing technical assistance」で、これは事
務総長レポートのrTechnicalassistance」と同じ内容である。ここでの分類は、外部からの影響力の強さが基準になっ
ており、一つの分析の視点として有効であるoしかし、事務総長レポートの「Coordination of international observers」


























・ Coordination of international
observers
Technical assi stance





















家主権を行使する正当(統) `政府が確定して　　n」と「electoral assistance, encompassing the
いない国・地域においてではあるが、支援す　　　provision of a variety of technical or advisory





から4種類に分けることが可能だろう(図II)。　「Technical assistanceJ 「Support for national
(1)選挙の<運営>、 (2)選挙の<検証>、 (3)　　observers」などが、ここに入る。しかし、 (1)
選挙の<技術・助言の提供>、 (4)選挙の<　　　のように、地元の当局に代わって選挙を運営
検証要員の調整>である(それぞれカテゴリー　　　するのではないから、イニシアチブは地元当














































総称的な用法で使われている語は2つあると　　　合には「a synonym for technical support」と
恩われる。一つは、 「Electoral Assistance」　　　して用いられていると指摘している34)。他方、
の語である。国連では担当部署の名称として、　「Monitor/Monitoring」の語の問題点は、逆
「Electoral Assistance Unit/Division」とされ　　　に、 <検証>を行う選挙支援活動のほうに、
ており、文書中でも「The United Nations　　　重心が移りがちなことである。 「Monitor/M-




n Monitoring」という見出しのもと、　　るが、 1) 「ElectoralAssistance」は、最も普
ODIHRの選挙に関する活動の全般を説明し　　　遍的で影響力も大きい国際機関、国連が部署
ている32)。また、 Beigbederは、国際的な選　　名に採用し、近年はその文書などにも総称と
挙支援活動全般を詳論した自著に、 「Internat-　　　して用いている、 2) 「Monitor/MonitoringJ








31) A/49/675, Annex III, para.6.
32) OSCE, OSCE Handbook2nd edりVienna, Secretariat of OSCE, 1996, pp.56-57.
33) Y. Beigbeder, op. cit.この他、国際法関係でも、たとえばG. Fox, "The Role of International Law in the Twenty-first Cen-
tury: Multinational Election Monitoring: Advancing International Law on the High Wire", Fordham International Law Jour-







要する語が、 「Supervise/SupervisionJ 「Verif-　　　であって、 monitorするためではない」と注

























合いの強い言葉と、とられうる。このため、　「To observe and verify the election process
しばしば、政府サイドからは警戒される用語　　」 41)のような使われ方の場合には、 「Observe
36) A/46/609, para.5.
37) J. Simpson and E. Weiner, The Oxford English Dictionaヮ2nd ed., Oxford, Clarendon Press, 1989.




40) D. Anglin, "International Monitoring of the Transition to Democracy in South Africa", African Affairs, vol.94, no.377, 1995,
p.526.


























点で、意味合いが異なっている。　　　　　　　ordination among and support for participating















45) J. Roussellier, "The Right to Free Elections: Norms and Enforcement Procedures", Helsinki Monitor, vol.4, no.2, 1993, p.28.
1997年3月　　　　　　　　　活性化する国際的選挙支援活動における課題　　　　　　　　　　　　　75































ており、 「The Parties request the OSCE to聖二　　質的にはOSCEが<上>になっていると見る
pervise,in a manner to be determined by the　　　ことができるだろう。しかし逆に、実際には
46) The Dayton Agreements, Annex 3, Article II, para.2.
47) Ibid.,para.l.
48) Ibid., para.2.
49) Ibid., Article III, para.3.
50) Ibid., para.l.


















で、 「地方選挙委員会」は「the conduct ofeL　　　整官事務所(Office of the Coordinator for In-
ections」 (選挙の実施)について責任がある　　　ternational Monitoring) 」が設けられた。こ
と明記され52)、とくに、投票の各プロセスに　　　の長である「国際選挙監視調整官(The Co















52) Ibid., Article 18.ただ、 「地方選挙委員会」は「the conduct of elections」に責任を負うが、それは「under the supervision
of the OSCE and the Provisional Election Commission」となっている。
53) Ibid., Article28-35.
54) Office of the Coordinator for International Monitoring, "CIM Mission and Mandate", Final Report of the C0-0rdinator for




質的には地元当局の<上>に立って行うもの　　　は「Organization of elections, assistance in





elections, assistance in their conduct, and certi一　　準備、実施について「supervise」する業務で
























55)東スラボニア地域(クロアチア)に展開するPKO 「国連東スラボニア暫定統治機構(United Nations Transitional Admini-
station for Eastern Slavonia, Baranja and Western Sirmium-UNTAES)」のマンデートがまさに同じ表鄭こなっているo
S/RES/1037(1996), para.l l(e)で、 「to organize elections, assist in their conduct, and to certify the results」と定められ
m&m
56) OSCE Mission to Bosnia and Herzegovina, Guidance on the Role and Responsibilities of Election Supervisors, 1996.


































59) A/RES/45/150.この「Enhancing the effectiveness of the principle of periodic and genuine elections」の決議の中で初
めて国連による選挙支援が明確に支持された(para.8.) 。
60) A/RES/44/147. 「Respect for the principles of national sovereignty and non-interference in the internal affairs of States












































64) J. EIklit et o/. "The Future of Election Observation", Democra(y Forum 1996, Stockholm, International IDEA, 1996, p.19.
65) 1995年7月のスレプレニッツァ大量殺害を指示した容疑などO







































7 1 ) Office of the Co-ordinator for International Monitoring, "Preliminary Statement of the Coordinator for International Mom-
toring (CIM) ", Final Report of the C0-0rdinatorfor International Monitoring of the Elections in Bosnia-Herzegovina on Septem-
ber14th1996, 1996.


















































































































81) A/49/675, ANNEX III, para.3-7.






ン合意(ANNEX4, Article I)により、統一国家の新しい正式名*(ま「Bosnia and Herzegovina」となり、以前付いてい
た「共和国」は外されている。




































ニア連邦下院(2院制、 140名)、 d)セルビア人共和国大統領、 e)セルビア人共和Eg議会(1院制、 83名)o　地方レベル









の上、厳重に管理されるはずだが、 OSCEが　　　ので、 「Organization of elections, assistance in




































93)この意味で、 1997年9月14日に予定されている地方自治体レベルの選挙に、 日本も含めEg際社会、 OSCEが、引き続き
同様の支援を送るか、注目される。
86　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際公共政策研究　　　　　　　　　　　　　　第1巻第1号
つが、 「それでも、人の殺し合いは止まった」
という根本的な正の側面は見逃してはならな
いだろう。紛争解決の重要の要素の一つは
「時が経つこと」である。不完全、不適切な
政治体制であっても、とりあえず紛争の記憶
を遠ざける「時」は提供できる。その上で、
さらに民族間の和解と民主主義の定着まで至
るには、 6-1で指摘した長期的な視点によ
る支援が必要になる。 OSCE、国際社会とし
ては、選挙が終われば「後は野となれ」とい
う態度ではなく、引き続き息の長い支援と関
心を寄せるべきである93)。
